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地

大山崎中学校美術部の作品です

議会だより　No.93　令和２年９月１日

コロナで生活一変
だ
か
ら
こ
そ
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半
月
に
二
度
の
コ
ロ
ナ
臨
時
会

　
特
別
定
額
給
付
金
を
「
一
日
も
早
く

街
の
皆
さ
ん
に
届
け
た
い
」
と
の
町
の

思
い
を
受
け
、４
月
30
日
、臨
時
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
臨
時
会
で
特
別
定
額
給

付
金
の
補
正
予
算
を
可
決
し
、
５
月
上

旬
か
ら
町
が
給
付
事
務
に
取
り
か
か
っ

た
結
果
、「
素
早
く
給
付
し
て
も
ら
っ

て
助
か
っ
た
」
と
街
の
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
に
は
再
び
臨
時
会
を
開
き
、

町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
盛
り
込
ん
だ

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
補
正
予

算
は
、上
下
水
道
料
金（
基
本
料
金
２
か

月
分
）の
減
免
、町
内
飲
食
店
対
象
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
事
業
者
等
に
対
す

る
府
の
補
助
金
へ
の
上
乗
せ
支
給
や
各

種
相
談
受
付
の
拡
充
、
保
育
・
介
護
・

医
療
施
設
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
対
策
物
資

購
入
の
補
助
な
ど
。
こ
の
補
正
予
算
に

は
、
街
の
声
を
聴
い
た
議
員
が
提
言
・

要
望
し
た
内
容
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
二
度
の
臨
時
会
で
は
、
別
室
で
傍
聴

を
お
願
い
す
る
、
議
員
や
職
員
の
座
席

間
隔
を
空
け
る
な
ど
の
対
策
を
取
り
な

が
ら
、
予
算
審
査
で
は
、
議
員
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め
の
様
々
な
意

見
が
出
ま
し
た
。
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6
月
議
会
の
一
般
質
問
見
送
り

　
一
般
質
問
は
、
議
員
が
行
政
の
基
本

方
針
な
ど
を
た
だ
し
、
住
民
に
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡

大
し
始
め
た
２
月
か
ら
、
一
般
質
問
を

ど
う
す
る
か
議
員
間
で
議
論
し
て
き
ま

し
た
。
３
月
議
会
で
は
、
色
々
な
対
策

案
が
出
た
も
の
の
、
当
時
の
状
況
か
ら
、

通
常
通
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、感
染
は
さ
ら
に
拡
大
し
、緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
臨

時
会
で
は
、
街
の
声
を
盛
り
込
ん
だ
補

正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
、
い
ま
こ
の
街
に
必
要
な

の
は
何
か
、
議
会
が
出
来
る
こ
と
は
何

か
を
議
員
間
で
議
論
し
ま
し
た
。
工
夫

し
て
一
般
質
問
す
る
議
会
も
あ
る
の
で
、

や
り
方
を
変
え
て
出
来
な
い
か
。
議
員

の
中
に
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
素
早
い
実
施
の
た

め
、
断
腸
の
思
い
で
６
月
議
会
で
は
一

般
質
問
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
想
い
は
た
だ
ひ
と
つ
。
街
の

声
を
聴
い
て
形
に
な
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策

を
必
要
と
し
て
い
る
方
へ
い
ち
早
く
届

け
た
い
。

コ ロ ナ 禍 の
街に議会が

できること
　議員が様々な街の声を聴き、コロナ対策を町に
提言・要望し、４月と５月の臨時会では街の声を
盛り込んだコロナ対策予算を可決しました。
　わたしたち町議会は、その対策を必要としてい
る方へいち早く届けたいと思い、予算などの議案
審査以外に、いま議会がこの街にできることを考
え、６月議会に臨みました。

コロナ対策予算で実施された事業
に対する街の声を紹介聴

支援が必要な人を支えたい思いを
各議員が一言メッセージに支

予算審査などを通じて町に届けた
街の声を紹介届
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町
内
飲
食
店
を
応
援
頂
く
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
食
事
券
は
、
お
客
様
に
好
評
で

店
舗
と
し
て
も
有
り
難
い
事
業
だ
と
思

い
ま
し
た
。
た
だ
、
販
売
時
期
と
住
民

へ
の
告
知
時
期
に
時
間
差
が
あ
り
、
食

事
券
が
紹
介
さ
れ
た
町
広
報
誌
が
皆
さ

ん
に
届
い
た
と
き
に
は
既
に
売
り
切
れ

て
し
ま
い
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応

え
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
心
苦
し
く
思

い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の
事
業
所
、

店
舗
が
痛
手
を
受
け
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
売
上
が
落
ち
た
町
内
全
店
舗
で
な

く
飲
食
店
だ
け
に
使
え
る
券
だ
っ
た
の

で
、
他
の
ご
商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
々

に
対
し
て
も
何
か
支
援
策
を
ご
検
討
い

た
だ
き
き
た
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
町

全
体
を
元
気
に
す
る
企
画
を
計
画
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
相
談
窓
口
設
置
は
、
国
や
府
の

様
々
な
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策
に
繋
げ
る

コ
ロ
ナ
対
策
で
す
。
商
工
会
が
行
う
経

営
相
談
と
合
わ
せ
て
、
6
月
と
7
月
の

2
か
月
で
相
談
窓
口
を
8
日
間
設
置
し
、

多
く
の
方
に
相
談
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
町
に
は
、
業
種
や
規
模
を
問
わ
ず
、

全
て
の
事
業
者
の
方
が
安
心
し
て
事
業

を
継
続
で
き
る
支
援
策
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式
で
の

挑
戦
へ
の
積
極
的
な
支
援
や
従
来
の
業

態
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
創
り
出
す
支
援
策
に
も
期

待
し
た
い
で
す
。

　
商
工
会
は
、
町
や
住
民
、
事
業
者
の

み
な
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
支
援
策
を
通
し

て
、
連
携
し
て
大
山
崎
町
が
持
つ
魅
力

を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
注

力
し
た
い
で
す
。

希望するすべて のお客様に使ってほしかった

安心して事業を継続 できるように

Café IMAMURA さん

大山崎町商工会 会長 五
ご

島
とう

 幹
つよ

也
し

さん

食事券の利用は 9月末までに

今後も相談窓口を設置します

飲食店販売の食事券

大
切
な
街
の
声
を

コロナ対策予算で実施された事業
に対する街の声を紹介

予算審査などを通じて町に届けた
街の声を紹介

聴

届

　わたしたち議会が日ごろ大切にしている街の
声を、緊急事態宣言中の臨時会の「あのとき」
とコロナ対策予算の事業実施後の「いま」を通
じて紹介します。

町のコロナ対策
（広報臨時号）

申請が難しく大変なので相談から申請まで丁寧なサポートを
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医療機関や福祉・介護施設を
対象に、コロナ対策に使う資
材購入費の３／４（１施設上
限 30万円）を補助する町の
独自策

活用しやす
いように

対象の資材
を限定せず

幅広く認め
て

届

希望するすべて のお客様に使ってほしかった

安心して事業を継続 できるように

困っている人の支えに

大山崎町社会福祉協議会 総務課長 阿
あ

久
く

根
ね

 猛
たけし

さん

困ったらまずは相談を

飲食店販売の食事券

商工会とともに相談窓口設置

社協が活用した町の補助 町内飲食店で使える 3,000
円相当の食事券を 2,000
円で 2,000 セット発行す
る町の独自策

国の雇用調整助成金や持続化給付金
などの仕組みの説明、申請書作成支
援のため、社会保険労務士などによ
る専門の相談窓口を設置
する町の独自策

町から飲食店
への

プレミアム分
の

振込は早期に
届

　
普
段
は
高
齢
者
の
訪
問
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
障
が
い
者
の
外
出
支
援
、
相
談

な
ど
福
祉
全
般
の
他
、
町
の
委
託
で
介

護
予
防
の
体
操
指
導
や
長
寿
苑
の
運
営

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
協
で
は
、
保
健
師
や
看
護
師
、
地

域
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
担
当
者
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

チ
ー
ム
を
作
り
、
感
染
防
止
の
対
策
を

し
な
が
ら
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
特
例
総
合
支
援
貸
付
で

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活
が
困
難
な
方

か
ら
多
く
の
相
談
・
申
請
を
受
け
ま
し

た
。

　
社
協
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
と
き

に
使
う
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、

消
毒
液
、
体
温
計
な
ど
を
町
の
補
助
で

購
入
し
ま
し
た
。

　
再
び
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
停
止
や
縮
小
に
よ
る
運
営
面

で
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
住
民
さ
ん

を
支
え
て
い
け
る
よ
う
社
協
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
町
と
も
助
け

合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

申請が難しく大変なので相談から申請まで丁寧なサポートを

届

コ ロ ナ 禍 の
街に議会が

できること

今後の
相談日程

こ ん な
ときこそ
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援が必要な人はたくさんいて、
必要な支援はそれぞれ異なる。
そうした様々な支援が行き渡る

ように、街の声が反映された予算を全会一
致で可決しました。
　議会の想いはただひとつ。少しでも早く
必要な人に支援を。そのために何ができる
のか。町の一般質問への対応時間や労力を
支援に充ててほしい。そうした思いから、
一般質問を見送りました。それが、「いま
この街に議会ができること」です。その想
いを、12 人の議員がそれぞれの言葉にし
て届けます。

必要な人に早く支援を

気づいたら読んでいた

令和２年９月１日発刊（次回は 12月）

季刊議会
傍聴のみなさまには、密な状態を避けるため、
議場や委員会室以外の場所での傍聴にご協力い
ただき、ありがとうございました。９月議会では、
より傍聴しやすいように取り組みます。

臨時会・6月議会の全議員賛成議案の一部を紹介

コ
ロ
ナ
対
策

６
月
議
会

上
下
水
道
料
金
の
免
除
な
ど

町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

５月

コ
ロ
ナ
対
策
の
意
見
書
を

国
に
提
出

６月

特
別
定
額
給
付
金

（
10
万
円
）

４月

コ ロ ナ 禍 の
街に議会が

できること

支

全議案の
議決結果
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井
いの
上
うえ
治
はる
夫
お
議員 嘉

か く し
久志満

みつる
議員渋

しぶ
谷
や
進
すすむ
議長

辻
つじ
真
ま
理
り
子
こ
議員

井
いの
上
うえ
博
ひろ
明
あき
議員

北
きた
村
むら
吉
よし
史
ふみ
議員

島
しま
一
かず
嘉
よし
議員

波
は
多
た
野
の
庇
ひさ
砂
ご
議員

岸
きし
孝
たか
雄
お
議員

西
にし
田
だ
光
てる
宏
ひろ
議員

朝
あさ
子
こ
直
なお
美
み
議員

山
やま
中
なか
一
いっ
成
せい
議員

あ な 議た 会に の届 想け い
12 人の議員からのメッセージ

感
染
対
策
を

振
り
返
り

今
後
に
反
映
を

正
し
く
恐
れ
て

適
切
な

日
常
生
活
を

自
分
を

護
る
こ
と
が

社
会
を
護
る

コ
ロ
ナ
第
２
波
に

最
大
限
の
注
意
を
！

感
染
拡
大
へ
の

備
え
と

影
響
の
最
小
化

中
国
依
存
か
ら

国
産
・
地
元
へ

転
換

み
ん
な
で

乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
！

自
粛
要
請
と

一
体
の
補
償
を

早
く
！

新
生
活
様
式
は

大
切
な
命
を

守
り
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

コ
ロ
ナ
禍

一
緒
に

乗
り
越
え

ま
し
ょ
う

６
月
議
会

公
平
委
員

農
業
委
員 ・�

昇
降
口
天
井
な
ど
か
ら
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
片
落
下
防
止

・�

正
面
階
段
付
近
の
通
行
困
難
箇
所
や

校
舎
外
階
段
と
正
門
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
擁
壁
の
修
繕

損
傷
の
程
度
な
ど
か
ら
判

断
し
た
結
果
、
二
山
小
の

後
に
一
山
小
の
改
修
を
考

え
て
い
る

惠え

嶋し
ま

　
繁し

げ
雄お

さ
ん
　
　
　
小こ

い
泉ず

み
　
昇

し
ょ
う

平へ
い

さ
ん

上う
え

田だ

　
憲け
ん

治じ

さ
ん

三み

宅や
け

　
　
温ゆ

た
かさ

ん
　
　
　
上う

え
羽ば

　
孝た

か
昌ひ

さ
さ
ん

垣か
き

内う
ち

　
兵ひ

ょ
う
じ次

さ
ん
　
　
　
平ひ

ら
井い

　
章し

ょ
う
じ司

さ
ん

吉よ
し

田だ

　
正ま

さ
幸ゆ

き
さ
ん
　
　
　
小お

川が
わ

　
宗む

ね
樹き

さ
ん

西に
し

村む
ら

　
淳あ

つ
子こ

さ
ん
　
　
　
小こ

い
泉ず

み
　
　
享と

お
るさ

ん

二
山
小
の
緊
急
修
繕

11
人
を
選
任
・
任
命

予算人事 危険 DANGER DANGER 危険
計画的な

大規模改修はどう
考えているか

議員の声

コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
生
活
様
式
の

構
築
を
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金額以外の
メリット・デメリット

も議論を

今回の見積りは
自校式の方が
金額が低い

反
対 ５

議会賛否の声
・�センター式の設計は8割完成している�
自校式ではなく、センター式への方向転換を

・�小学校の衛生基準と中学校給食は別問題�
それぞれ早期に対応すべき

平成 31年３月議会
一般会計
補正予算

小
中
学
校

給
食
予
算

３度目の

ちょっと� 待った

基
本
設
計
業
務

で
削
除

修
正
可
決

給食特集

い
つ
始
ま
る
!?
中
学
校
給
食

　小
学
校
の
衛
生
基
準
は
!?

ちょっと� 待った

こ
れ
ま
で
の、経過

小
学
校
の
衛
生
基
準
が
問
題
と
し
て

中
学
校
自
校
式
の
設
計
費
用
を
削
除

町は、中学校自

校式設計費用を

予算化

６
月、主張

正確な比較が
できなくても
概算は分かる

町の説明

・
今
後
も
出
せ
る
資
料
は
出
し
て
い
き
た
い

・
両
方
式
の
比
較
条
件
は
同
じ
で
は
な
い
が

　
今
回
の
結
果
は
自
校
式
の
金
額
が
低
い

・
検
討
委
員
会
の
金
額
は
町
の
試
算
だ
が

　
今
回
は
業
者
か
ら
の
見
積
金
額
で
あ
る

両方式の必要額が逆転 !?

平成 28年度の中学校給食検討委員会
の報告書では、自校式よりセンター
式の経費が低いとなっていた。しか
し、６月議会に町が提出した資料で
は、自校方式の経費が低いとなって
いるため、経費比較資料について意
見が分かれた。

比較資料
（教育委員会作成�）

自
校
式
と
セ
ン
タ
ー
式
の

経
費
比
較
資
料
で
意
見割

れ
る
割
れ
る

給食予算 削除

議会修正案

9 ぎかいだより おおやまざき No.93
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今回の
センター建設費
算定の正当性は

議会賛否の声
・�小学校給食室の衛生基準を満たす改修費用・運用
経費を明確にしたうえで、自校式・センター式の
比較を
・�衛生基準を満たす改修と中学校給食は同時に進め
ていくべき�
これ以上中学校給食を
遅らせるべきでない

令和２年６月議会 令和元年９月議会

小
学
校
の
検
討
調
査
結
果
後
に
判
断

を
と
、
中
学
校
の
設
計
費
用
を
削
除

経
費
比
較
資
料
で
意
見
が
分
か
れ

小
中
学
校
の
設
計
費
用
を
削
除

町は、衛生基準を満た

す検討と中学校自校式

設計費用を予算化

町は、自校式の小中学

校給食施設設計費用を

予算化

小学校給食室検討調査

結果などをもとにした

費用を議会に報告

６
月、論点

整理

気
づ
い
た
ら
読
ん
で
い
た

季
刊
議
会
６月
議会

令
和
２
年
９
月
１
日
発
刊

（
次
回
は
12
月
）

全
議
案
の
議
決
結
果

何
の
経
費
を
比
較
!?

ど
こ
ま
で
正
確
な
図
面
が
!?

４
年
前
の
経
費
は
自
前
で
算
定

セ
ン
タ
ー
式
詳
細
図
面
は
ほ
ぼ
完
成

今
回
は
大
部
分
が
業
者
の
見
積
り

自
校
式
図
面
は
基
礎
的
な
配
置
で

今
回
の

セ
ン
タ
ー
式
と

自
校
式
か

両
方
式
の

前
回
と
今
回
の

金
額
の
差
か

こ
こ
で
意
見
が

割
れ
て
い
る

正
確
な
図
面
は

高
額
に
・
・

精
度
に
差
が
・
・

町の説明

・
自
校
式
を
進
め
る
た
め
の
資
料
で
あ
る

　
両
方
式
を
比
較
す
る
た
め
の
資
料
で
は
な
い

・
セ
ン
タ
ー
式
の
詳
細
図
面
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た

　
そ
の
図
面
に
基
づ
き
建
設
費
は
算
定

賛
成６

割
れ
る

前の検討委員会
みたいに

多面的な比較を

求めていた
比較資料
ではない
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議
会
で
最
初
に
中
学
校
給
食
を
議
案

と
し
て
審
査
し
て
か
ら
約
４
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
町
政
が
変
わ
り
、
給
食
の

方
針
も
転
換
す
る
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
い
つ
の
と
き
も
、
よ
り
よ
い

形
で
給
食
を
早
く
実
現
し
た
い
、
議
会

の
想
い
は
そ
の
一
点
で
す
。

学
校
給
食
の
こ
れ
ま
で
の
経
過

（
議
会
だ
よ
り
前
号
）

６
月
議
会
で
の

学
校
給
食
の

議
員
の
討
論

学
校
給
食
予
算
削
除
を

徹
底
解
説

方
法
は
違
え
ど 

想
い
は

早
期
に

そ
の
た
め
の

中
学
校
給
食
開
始
・
安
心
な
小
学
校
給
食
室

学
校
給
食
予
算
削
除
に
対
す
る

私の
主張

私の
主張

食
の
安
全
と
持
続
可
能
性
を

両
立
さ
せ
た
施
設
を

小
中
３
校
自
校
給
食
整
備

予
算
３
回
目
否
決
大
義
無

岸
議
員

波
多
野
議
員

　
小
学
校
敷
地
内
へ
の
給
食
施
設
新
設
改

築
案
に
基
本
構
想
の
曖
昧
さ
が
指
摘
さ
れ

る
。
課
題
整
理
が
必
要
と
し
て
修
正
を
求

め
る
。

反
対
派
主
張
コ
ス
ト
真
逆

セ
ン
タ
ー
式
給
食
５
億
円

自
校
方
式
大
幅
安
価
判
明

二
十
年
比
較
一
食
百
円
差

長
岡
京
市
十
七
校
自
校
式
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未
来
に
つ
な
げ
た
い
、こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔

　
議
会
が
ど
の
方
法
で
給
食
を
実
現
す
る
か

決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
事
実
で
す
。
そ
の

よ
う
な
議
会
に
対
す
る
街
の
様
々
な
声
も
届

い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
声
も
真
摯
に
受
け

止
め
な
が
ら
、
大
事
な
こ
と
は
き
ち
ん
と
議

論
し
て
い
く
。
学
校
給
食
を
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
形
で
実
現
し
た

い
、
将
来
の
財
政
負
担
を
で
き
る
限
り
小
さ

く
し
た
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
街
に
と
っ

て
最
善
の
方
法
は
ど
れ
な
の
か
議
会
は
議
論

し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
を
通
じ
て
、
こ
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
学
校
給
食
の
在
り
方
は
責
任
を
も
っ
て

決
め
る
。
そ
れ
が
議
会
の
役
割
だ
か
ら
。

議会よ　想いを形に

前の選挙のためではなく

次の選挙のためでもなく

目の前の課題を解決するために

議会はいかにあるべきか

その道をまっとうするために

議会よ　想いを形に

私の
主張

私の
主張

私の
主張

私の
主張

で
き
た
て
の
お
い
し
い
給
食
を

早
く
子
ど
も
達
に
！

同
一
基
準
の
比
較
検
討
資
料

の
も
と
で
議
論
を

税
金
で
作
成
し
た
専
門
家
資
料
を

正
し
く
読
む
べ
き

食
の
安
全
と
早
期
実
現
を

し
っ
か
り
話
し
合
お
う

井
上
治
・
辻
・
朝
子
議
員

嘉
久
志
議
員

井
上
博
議
員

北
村
・
島
・
山
中
・
西
田
議
員

　
私
た
ち
は
、
学
校
内
に
給
食
室
を
置
く

「
自
校
方
式
」
が
教
育
の
観
点
か
ら
重
要

と
考
え
、
町
の
提
案
に
賛
成
し
早
期
実
現

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
住
民
か
ら
「
自
校

方
式
は
高
い
の
で
は
」「
小
学
校
の
給
食
室

整
備
は
で
き
る
の
」
と
の
声
を
聞
き
、
近

隣
自
治
体
の
実
態
も
調
べ
「
自
校
方
式
が

安
い
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
町
か
ら

議
会
に
「
自
校
方
式
が
安
い
」「
小
学
校
給

食
室
の
国
基
準
を
満
た
す
整
備
は
可
能
」

と
の
調
査
結
果
も
示
さ
れ
、
疑
問
は
解
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
実
施
を
求
め

ま
す
。

　
行
政
施
行
さ
れ
た
案
件
は
、
途
中
で
阻

止
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
本
町
の
将
来

負
担
を
軽
減
す
る
手
法
の
議
論
が
必
要
で

あ
る
。

　
新
自
校
案
は
建
設
費
運
営
費
も
安
く
校

庭
を
狭
め
ず
建
設
で
き
る
。
議
会
は
建
設

を
判
断
す
べ
き
時
で
あ
る
。
予
算
削
除
修

正
案
に
反
対
し
ま
す
。

　
中
学
校
給
食
検
討
委
員
会
で
検
討
の
結

果
セ
ン
タ
ー
方
式
と
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
方

式
で
進
ん
で
い
た
も
の
を
止
め
た
の
は
前

川
町
長
で
す
。
我
々
は
自
校
方
式
と
セ
ン

タ
ー
方
式
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
が
、
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料

は
自
校
方
式
を
実
施
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
た
資
料
で
あ
り
比
較
検
討
用
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
自
校
方
式
あ
り
き
で
は
な
く
同
じ
基
準

で
大
山
崎
町
の
未
来
を
考
え
て
議
論
す
る

こ
と
が
我
々
議
員
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
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次
回
は
12
月
１
日
に
お
届
け
し
ま
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本会議 委員会審査

請願
陳情

9 / 1（火）
午後５時まで

総務産業� ９/11（金）

建設上下水道文教厚生� 14（月）

予算決算� 15（火）〜18（金）

広報・全員協議会� ３（木）
議会改革

議案説明� ８/31（月）

一般質問
� ９/ ８（火）〜10（木）

討論・採決� 25（金）

本会議・予算決算・広報は 10時から
その他は 13時半から

使
途

９
月議会、

公開、

いよいよ始まる

議員活動費
町からの

各会派がここに使った

令和元年度の事業を 　　　　 の３日間みっちり審査16 17 18

議員一人あたり月額５千円交付

令
和
元
年
度

支
出
明
細
を
公
開

ど
な
た
で
も

ま
ず
は
事
務
局
に

大山崎クラブ

公明党

日本維新の会

日本共産党議員団

保守・本流・のぞみ

無所属の会

206,912 円支出／ 24 万円交付

視察

166,714 円支出／ 24 万円交付

視察、広報活動、会議、資料購入

26,145 円支出／ 6 万円交付

資料購入

57,500 円支出／ 6 万円交付

資料購入

58,593 円支出／ 6 万円交付

広報活動

辞退
内訳はこちら

　
令
和
元
年
度
の
活
動

費
は
「
視
察
」
の
支
出

割
合
が
増
え
ま
し
た
が
、

「
広
報
活
動
」
支
出
の

割
合
が
減
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度

に
は
支
出
が
あ
っ
た

「
研
修
・
会
議
」や
「
事

務
費
」
な
ど
は
支
出
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
活
動
費
が
ど
う
使
わ

れ
た
か
で
、
議
員
活
動

の
裏
側
が
見
え
て
き
ま

す
。
た
ま
に
は
少
し
違

っ
た
視
点
で
議
会
を
見

て
み
ま
せ
ん
か
。

活動費の傾向
令和元年度

前年に比べて
１割増加

平成 30 年度
515,864 円 464,461 円


